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1 はじめに

本研究では、中国語構文木コーパス (PennChinese Treebank, 以下、 PCT)から MSLR形態素・構文

解析器を使用するのに必要な文法規則（以下、文法）、単語辞書（以下、辞書）、品詞接続表（以下、接続表）

の各デークを抽出し、実際に MSLRの適用を試みて、適用可能であるかを確認し、問題点について検討す

ることを目的とする。

まず、本研究では PCTから MSLRパーザを使用するのに必要な文法、辞書、接続表の各データを抽出

するツールを作成した。そして、実際にそれらのデータを MSLRパーザに適用し、中国語文を解析する実

験を行った。

最後に、 PCT、 MSLRパーザの問題点について考察し、報告する。

2 用語解説

2.1 中国語構文木コーパス (PCT)

中国語構文木コーパスは Universityof Pennsylvania(UPENN)のTheChinese Treebank Projectが

作成したものである1。約 10万語の中国語（北京標準語）に対して、単語分割、品詞付与、構造付与を行っ

ている。 PCTは中国国営通信社の新華社通信 (XinhuaNews Agency)が発信した 325記事から作成され

ている。中国、台湾、香港、シンガポールと米国の研究者から合意が得られるような情報付与を目指してい

る。 2000年12月4日に最終版が完成。 LDC(LinguisticData Consortium)を通じて配布が開始された。

現在、さらに新たなデータに対して情報付与を行っている。詳しくは [1ドを参照していただきたい。なお、

PCTの一部を付録として巻末に添付する。

2.2 MSLR 

MSLRの正式名称は「日本語形態素構文解析器 MSLRパーザ・ツールキット」である。これは、東京工

業大学大学院情報数理工学研究科計算工学専攻田中・徳永研究室で開発された MSLRパーザ (Morphologi-

cal and Syntactic LR parser)およびその関連ツールである。このパーザは、主に日本語を対象とし、形態

素解析と構文解析を同時に行うパーザであり、形態的な情報と構文的な情報を同時に用いて解析を行うこと

ができるため、形態素解析・構文解析を単独で行う場合に比べて精度が向上すると考えられている。また、

構文解析のための知識として文脈自由文法 (CFG)を、形態素解析のための知識として接続表（文法の前終

端記号間の接続可能性を記述した表）を独立に記述することができるため、接続可能性を考慮して文法を記

述する必要がないので、必要な文法規則の数を少なく抑えることができることが特徴である。詳しくは文献

[2][3ドを参照していただきたい。

3 ツール解説

各データは、すぺて PCTから抽出したものである。また、記述方法（書式）は MSLRパーザの説明書に

従ったものである。各々データを抽出するプログラミング言語には Perlを使用している。なお、辞書と接

続表は 1プログラムで、文法は 2プログラムで抽出を行っている。

3.1 文法

文法は品詞を終端記号とする文脈自由文法で記述される。主に構文解析に用いられている。

1UPENNは他にも英語、韓国語の Treebankも作成している。

2http://www.ldc.upenn.edu/ctb/ 
3http://tanalca-www.cs.titech.ac.jp/pub/mslr 
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3.1.1 抽出方法

文法の抽出は 2段階に分けて行っている。まず、文法を抽出する前の段階の処理を以下の方法で行った。

((IP-HL!l (NP-SBJ (NP-PN (NR上海）
(!IR浦糸））
(NP (NP (罪升笈））

(CC与）
（血法制）
（罪建没）））

(VP (VV同歩））））

1. 最初に出現する括弧中の品詞と単語を、 am**(**は数字）に置き換える。（括弧も置き換える）

2. 次に出現する括弧中の文字列が品詞と単語の組み合わせであれば、 1.と同様の処理を、括弧中の文

字列が品詞と am**(複数もあり得る）の組み合わせであれば、品詞と a111**をam**に置き換える。

（括弧糾置き換える）

3. 1. 2. の処理を繰り返し、置き換える文字列がなくなった時点で、全ての am**の内容（置き換えた前

の文字列）を出力する。なお、単語に "-NONE-"が存在する行は、この処理を無視している。具体的

には、これらの処理を行う前に、 "-NONE-"に関わる全ての単語、品詞を削除している。例を以下に

示す。

削除前

... (AS了）(NP-OBJ (OP (WHNP-1 (-NONE-*OP*))(CP (IP (NP-SBJ (-NONE-*T*-l))(VP (VV渉及）…

削除後

... (AS了）(NP-OBJ (OP (OP (IP (VP (VV渉及）…

ここまでを、 1つのプログラムで処理している。以下に、これらの処理がどのように行われているかにつ

いて、上の例を利用して、その一部を以下に示す。

1. ((IP-HLN (NP-SBJ (NP-PN (NR上海）(NR浦糸））(NP (NP (NN升笈））(OC与）．．．

2. ((IP-HLN (NP-SBJ (NP-PN aml (NR浦京））(NP (NP (NN升笈））(CC与）…

3. ((IP-HLN (NP-SBJ (NP-PN aml血 2)(NP(NP (NN升笈））(CO与）．．．

4. ((IP-HLN (NP-SBJ am3 (NP (NP (NN升笈））(00与）…

5. ((IP-HLN (NP-SBJ am3 (NP (NP arn4)(00与）．．．

6. ((IP-HLN (NP-SBJ am3 (NP am5 (CO与）…

am1 
am2 

am5 

（皿上海）
（皿浦*>

am3 (NP-PN am1 am2) 
am4 (NN升笈）

(NP am4) 

次に出力されたデークに対して以下の処理を行い、文法の抽出を行う。

1. 括弧の中に非終端記号があるものを探し、あれば、その非終端記号を文法の左辺に出力する。

2. その行において、括弧の中にある am**をそれ以前の行から探し出し、それに対応する終端記号ある

いは非終端記号を文法の右辺に出力する。

3. 括弧の中がam**のみである場合は、文の一番始めの文法であるので、左辺にはくBUN>を出力する。

その他の処理は 2.と同じである。

4. 全ての行が終わるまで、 l. 2. を繰り返す。

以下に、これらの処理がどのように行われているかについて、上記で出力されたデータを用いて示す。‘
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am1 

am2 

am3 

am4 

am5 

am6 

am7 

am8 

am9 

am10 

am11 

(NR上海）
(IITR浦糸）
（団P-PNam1 am2) 

（罪升笈）
(NP am4) 

(CC与）
（血法制）
（血建没）
(NP am5 am6 am7 am8) 

(NP am3 am9) 

(NP-SBJ am10) 

<NP-P>> --> NR NR 

<NP>-->罰＂
<NP>--> <NP> CC団ll!Ill 

<NP>--> <NP-P>> <NP> 

＜罰P-SBJ>--> <NP> 

なお、プログラムの内容、抽出例は付録として巻末に添付する。

3.1.2 抽出後の処理

文法を抽出した後、実際に MSLRパーザに適用する前に以下の処理を人手で行う必要がある。

l, 抽出した文法は重複しているものが多数あるので、これらの重複をを削除。

2. MSLRパーザが示す書式に従って記述した<start>--> <BUN> (この文法は、抽出をする際に、プ

ログラムで自動的に追加される）が文法中のどこかに存在する。との文法は必ずファイルの 1行目に

，記述しなければならないので、その文法を削除し、ファイルの 1行目に移動。

3.2 辞書

辞書は、単語とそれに対応した品詞を列挙したデータで、形態素解析の基本単位を集めたものである。辞

書の品詞体系は文法の品詞体系と一致していなければならない。

3.2.1 抽出方法

((IP-H直 (NP-SBJ (IIP-PN (NR上海）
(NR浦京））
（罰p (罪 (NN升笈））

(CC与）
（昨法制）
(NN建没）））

(VP (VV同歩））））

PCTでは、 1行に 1つの単語が記述されているため、単語の部分（上の例では上から順番に、上海、浦

齊升災与、法制、建没、同歩）と品詞の部分（上から順番に NR、NR、NN、CC、NN、NN、VV)

を抽出し、辞書に記述する方法をとっている。また、同じ単語がすでに記述されている場合は、品詞との組

み合わせが異なる場合に、その品詞が記述される。また、単語欄 "-NONE-"となっている場合は単語ではな

いので、単語として記述しない。なお、プログラムの内容、抽出例は付録として巻末に添付する。

3.3 接続表

接続表とは、品詞間の接続制約を記述した表である。品詞間の接続制約とは、ある 2つの品詞が隣接でき

るか否かに関する制約である。

r
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3.3.1 抽出方法

((IP-HLN (団P-SBJ (団P-P〗 (NR 上海）
(NR浦奈））
(NP (団p (血汗笈））

(CC与）
(NN法制）
（罪建没）））

(VP (VV 同歩））））

1行に 1つの単語（品詞）が記述されているため、 1番目の品詞（上の例では NR)と2番目の品詞（上の例

では NR)に着目し、 1番目の品詞列に後続可能な品詞は 2番目の品詞列であるので、その情報を抽出し、

接続表に記述する方法をとっている。この方法を文の始めから文の終りまで繰り返す処理を行っている。ま

た、同じ品詞がすでに記述されている場合は、後続可能な品詞が記述されている品詞と異なる場合に、後続

可能な品詞のみが記述される。また、単語に "-NO団E-"が含まれている行はその行を無視し、処理を行って

いる。なお、プログラムの内容、抽出例は付録として巻末に添付する。

4 MSLRパーザヘの適用

4.1 解析前の準備

中国語文の解析を行う前に、 LR表、辞書インデックスファイルの作成を行う必要がある。これらについ

て、簡単に説明する。なお、これらの詳細、作成手順については、文献 [2][3]およぴ使用説明書 [4]を参照

していただきたい。

4.1.1 LR表の作成

MSLRパーザでは文の解析を行う前に、 LR表を作成しなければならない。これは MSLRパーザの解析

アルゴリズムが一般化 LR法に基づいているためであり、 LR表作成器を用いて、文法と接続表から LRを

作成する。 MSLRパーザは、作成された LR表と辞書を参照しながら入力文の形態素・構文解析を行い、

解析結果（構文木）を出力している。 LR表作成器の最も大きな特徴は、 LR表に品詞間の接続制約を反映

させることができる点にある。これは、接続制約に違反する構文木を生成する動作を LR表からあらかじめ

除去することに相当する。

4.1.2 辞書インデックスファイルの作成

MSLRバーザで解析を行う際には、高速に辞書引きを行うために、辞書のフォーマットで記述された辞

書に対してインデックスを作成し、その辞書インデックスファイルを参照する。 MSLRパーザで文の解析

を行う場合、必ずこのファイルを作成しなければならない。なお、 MSLRパーザの辞書引きモジュールは、

奈良先端科学技術大学院大学、松本研究室で開発された高速文字列検索システム SUFARYをベースに作成

している。

4.2 中国語文の解析

今回の実験では解析する入力文として、中国語の平文を使用した。

4.2.1 解析結果

解析結果（解析失敗等含む）は 7つのパターンに出力された。以下に、その特徴と解析例を述べる。

1. 「accept」（解析成功）が出力され、同時に構文木（解析結果）が出力される。
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出力例：
### 1 ### 

上海浦亦汗笈与法制建没同歩

accept 

[<BUN>, [<IP>, [ <NP-SBJ>, [ <NP-PN>, [NR, 上海],[NR, 浦京］］，［＜罪＞，［＜罪＞，［血，升笈]] , [CC, 与］，
［罪，法制］，［血，建没]]], [<VP>, [VV, 同歩］］］］

total 92 

CPU time 0.2 sec 

2. 「accept」が出力され、構文木も出力されるが、構文木の数が数えられないというエラーが出力され

る。

出力例：
### 5 ### 

対此，浦↑不是筒単的采取“干一段肘何，等釈贋玉経験以后は制定法規条例JJ 的靡法而是門漿笈述
国家和深tI[等特区的経験教訓，聘靖国内外有芙 学者，釈 、及肘地制定和推法規性文牛，使送
些経済活功ー出親就被納入法制執道。

accept 

[<B暉 >,[<IP>,[<PP>, [P, 対], [<NP>, [P罰，此]]],[PU, , ], [<NP-PN-SBJ>, [血，浦加][<VP>, [<VP>, [<VP>, 

[<VP>, [<VP>, [<VP>, [ <DVP>, [<VP>, [ <ADVP>, [AD, 不]], [<VP>, [VC, 是], [<VP>, [VA, 筒皐]]]],[DEV,的］］，
[<VP>, [VV, 采取JJ],[PU, "J, [<VP>, [<VP>, [VV, 干], [ <NP-OBJ> , [ <QP>, [CD, ー], [<CLP>, [M, 段]]],[<CP>, 

[<IP>, [ <NP-SBJ>, [NN, 吋卸], [PU, , ] , [ <VP> , [ <PP> , [P, 等], [<LCP>, [<IP> [<VP>, [VV, 租累], [AS, 了］，
［＜団P-□BJ>,[罪，経験]]]],[LC, 以后]] ] , [ <ADVP> , [AD , 再]], [<VP>, [VV, 制起， [<NP-OBJ>,[罪，法規］，
国，条例]]]] , [PU, " ]] , [DEC, 的］］，［＜畔＞，［血，倣法]]] ] , [PU, , ], [CC, 而], [<VP>, [VC, 是], [ <NP-PRD>, 

[<CP>, [<IP>, [<VP>, [VV, 借器], [<NP-OBJ>,[<皿P>, [ <NP> , [ <町P>,[<ADJP>, [JJ, 笈述]],[<NP>, [罪，国家］］］，
[CC, 和], [<NP>, [ <NP-PN-APP>, [団R,深訓], [ETC, 等］］，［＜畔＞，［皿，特区]]]],[DEG, 的]],[<NP>,

[NN, 経験]]]]]],[<NP>,[N罰，教訓]]]]],[PU,, ] , [<VP>, [VV, 聘清］，［＜罰P-DBJ>,[<NP>, [血，国内外］］，
［＜罪>,[<ADJP>, [JJ, 有美]], [<NP>, [NN, 寺家］］］，［＜罪＞，［血，学者]] ] ] , [PU, , ] , [<VP>, [ <DVP> [ <ADVP> , 

[AD, 租構], [PU,、], [AD, 及肘]],[DEV, 地]] , [ <VP> , [VV , 制定]]]],[CC, 和], [<VP>, [VV, 推出j,[<NP-OBJ>,

［罪，法 k性］，［皿，文件]]]],[PU,, ], [<VP>, [VV, 使], [<NP-OBJ>, [<NP>, [<DP>, [DT, 迭些］］，［＜罪＞，
［罪，経済］］］，［＜恥， [NN,活劫]]]]],[<VP>, [<ADVP>, [AD, ー]] [ <VP> , [VV, 出親]] ] ] , [<VP>, [ <ADVP>, 

[AD, 就]], [<VP>, [SB, 被], [ <VP> , [VV , 納入], [<NP-OBJ>, [皿，法制］，［血，執道]]]]]],[PU,o ]]] 

can't count the number o:f trees (more than max value o:f LONG I団T)

CPU time 14.84 sec 

3. 「accept」は出力されるが、構文木が出力されず、異常終了する。

出力例：
### 1 ### 

上海浦糸升笈与法制建没同歩

accept 

Segmentation f'ault (core dumped) 

4. 何も出力されず、異常終了する。

### 1 ### 

浦京升笈升放是一項振洪上海 j 建没親代化経済、炭易、金融中心的跨世紀工程，因此大量出珠的是以
前不曽遇到辻的新情況、新何題。

Segmentation fault (core dumped) 

5. 「overflow」というエラーが出力される。

出力例：
### 10 ### 
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尽管浦京新区制定的法規性文1』有些比絞"粗,,'有些迂只是暫行規定，有待在尖践中逐歩完善，但迭
神法制紫眼経済和社会活劫的 法）受到了国内外投緊者的好i乎，他1fli.人力）到浦末新区投資か事有章
法， i井規矩，利益能得到保障。

too many forests (it must not exceed 100000) 

overfloll 

尽管浦京新区制定的法規性文1牛有些比絞“粗"'有些述只是暫行規定，有待在突践中逐歩完善，但送
神法制紫眼経済和社会活劫的故法，受到了国内外投斑者的好坪，他1fJi人ヵ，到浦京新区投資か事有章
法， i井規矩／，利益能得到保障。

6. 「failed」（解析失敗）が出力される。

出力例：
### 9 ### 

建筑公司遡区，有美部日先送上送些法規性文件，然后有寺n臥伍逃行監督桧査。

:failed 

建筑公司／逃区，有美部口先送上迭些法規性文件J 然后有寺日臥伍進行監督桧査。

7. LR表ファイルが読み込めない。

出力例：
reading the grammar file'kisoku'Done 

reading LR table file'lr. tab' 

too many actions at state 235, lookahead'P'(it must not exceed 16) 

なお、各々のエラーの原因等については以降の考察で述べる。なお以降、このような結果が出たことを簡

略化するために、各々の結果を番号で表すことにする。（例：「failed」が出力される結果が出た場合、結

果 6.と表す）

5 予備実験

本研究では MSLRパーザの動作を確認するため、 2つの予備実験を行った。 1番目は用意された全ての

PCTから抽出したデータを基に MSLRパーザに適用した予備実験。 2番目は用意された PCTの内、 1ファ

イルに限定して抽出したデータを基に MSLRパーザに適用した予備実験である。

5.1 予備実験 1

5.1.1 実験条件

• PCTのファイル名：最終版の PCTファイル

• PCTのファイル数： 325 

• 単語数（種類）： 10770 

• 文法数（種類）： 3978 

• 入力文：ファイル名 chtb_OOl.fidに含まれる 10文

5.1.2 実験結果

以上の実験条件から LR表を作成し、中国語文の解析を行った結果、すべての文に対して結果7_4が出力

された。

ただし、 “（完）”、 "上海”といった短い文あるいは単語単位を入力文とすると結果 1.、結果7.が出力

される。

4番号の説明は第4.2.1節 (6ページ）を参照
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5.2 予備実験2

5.2.1 実験条件

• PCTのファイル名： chtb_OOl.fid 

• PCTのファイル数： 1 

• 単語数： 226 

• 文法数： 164 

• 入力文：ファイル名 chtb_OOl.fidに含まれる 10文

5.2.2 実験結果

解析を行った結果、結果 1.が出力される文が 7文、結果 2.が出力される文が 1文、結果 5.が出力される

文が 2文あった。

6 実験

本研究では、文法、辞書、接続表の各々のデータを抽出した。そこで、本節では用意された全ての PCT

から抽出したデークを文法の数を頻度を利用することで文法数を削減し、その削減したデータを基に MSLR

パーザに適用した実験を行う。

実験では頻度1の文法を減らした場合、文法の延べ数を約5%減らした場合、文法の延べ数を約 10%減

らした場合について実験を行った。

6.1 実験条件

共通条件

• PCTのファイル名：最終版の PCTファイル

• PCTのファイル数： 325 

• 単語数（種類）： 10770 

• 文法数（種類）： 3978(参考値）

• 文法数（延べ数）： 111377 (参考値）

頻度 1の文法を減らした場合

• 文法数（種類）： 1765(約 6割減）

• 文法数（延べ数）：全体の約98%

• 入力文：ファイル名 chtb_OOl.fidに含まれる 10文

文法の延べ数を約5%減らした場合

• 文法数（種類）： 677 

• 文法の頻度数： 7 

• 入力文：ファイル名 chtb_OOl.fidに含まれる 10文

文法の延べ数を約 10%減らした場合

，
 



• 文法数（種類）： 303(9割以上減）

• 文法の頻度数： 26 

• 入力文：最終版のファイルに含まれる 3699の中国語文

6.2 実験結果

頻度 1の文法を減らした場合

入力した全ての文において、結果 7.の出力結果が得られた。これは予備実験 1で出た結果とほぼ同じ

である。

文法の延べ数を約 5%減らした場合

入力した文の内、結果 l.の出力を得た文が 1つもなかった。 10文の内、結果5.の出力が4文、結果

6. の出力が 6文であった。

文法の延べ数を約10%減らした場合

結果を表 1にまとめる。なお、結果 1.のうち 244文が、 “（完）”という短い文であった。

表 1:延べ数を約 10%減らした実験結果

I結果の種類 I文数 I
結果 1.(解析成功構文木が出力） 525 

結果2.(解析成功木の数が数えられない） 28 

結果4.(異常終了） 47 

結果5.(「overflow」が出力） 147 

結果6.(解析失敗） 2952 

6.3 考察

6.3.1 LR表のエラーの原因について

LR表が読み込めないエラーは、文の解析をする以前の問題であり致命的なものである。これは、文法数

を削減しない予備実験 1でも、文法数（種類）を半分減らしても、変わらなかった。しかし、文法の延べ数

を約 5%減らしたところで、解析成功はしないものの、 LR表のエラーについては解消されたことになる。

この結果、 LR表が読み込めないのは文法数（種類）が原因ではないかと考える。

6.3.2 「overflow」の原因

ここで、 「overflow」の起こる原因について考える。この原因については以下の 3点が挙げられる。

(a)抽出されたデータ（辞書、文法、接続表）形式上の問題がある。

(b)循環(tautology)を起こすような文法が存在している。

(c)文法の組み合わせ爆発が起こりやすくなっている。

まず (a)について考える。これは、実際に抽出しているデータに間違いがないかを調べることで解決でき

る。筆者は予備実験で使用したデータについて、その調査を行った。その結果、抽出されたデータ形式上の

問題点はないと判断した。
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次に (b)について考える。これは実際に、文法から循環が起っている文法を探し、そのような文法がなけ

れば解決できる。文脈自由文法において、循環が起こり得る文法の条件は、文法の左辺が 1品詞かつ右辺が

1品詞である。すなわち、次のような文法は循環を起こすと考えられる。

<A>--> <A> 

<A>--> <B>, <B> --> <A> 

<A>--> <B>, <B> --> <C>, <C> --> <A> 

<A>--> <A>のように単独で循環が起こる文法については、予備実験の段階で削除しfさ。その他の文

法の中から循環を起こす文法として次のものがあった。

<CP> --> <IP>, <IP>--> <VP>, <VP>--> <NP-PRD>, <NP-PRD> --> <CP> 

この文法についても予備実験の段階で削除した。この結果、実験では、循環を起こす文法はすべて削除し

ている。逆にそのような文法があると結果3.が出力されることを確認している。このことから、 (b)はな

いと判断した。

次に (c)について考える。これは、組み合わせ爆発が起こる文法を探せばよいが、本研究ではそれができ

なかった。しかし、 (a)や(b)が原因とは考えられないので (c)が「overflow」になる原因ではないかと判

断した。

また、 「overflow」と出力される文を分割する実験を行った。これは、もしこれらの原因が組み合わせ爆

発によるものであれば、分割して文を解析した時に、 「overflow」が出力されないのではないかと考えたか

らである。分割の方法は","や“、,,それでも分割できないときは、適当な単語を境に分割することにした。

この結果、分割されたすべての文において、 「overflow」が出力されなかった。このことから、 「overflow」

が出力される原因が組み合わせ爆発によるものであることが明確になった。

6.3.3 結果4.についての考察

この原因は現段階では、はっきりとしたことが言えない。オーバーフロー時のように、組み合わせ爆発が

原因とも考えられる。しかし、この 2つの違いは何かということになると、答えがでない。

そこで、前節と同様に結果4.となる文を分割する実験を行い、組み合わせ爆発が原因であるという可否

について調べることにした。分割の方法は前節で述べたとおりである。この結果、前節と同様、分割された

すべての文において、 coreファイルが出力されないことが確認できた。このことから、結果4.の原因が組

み合わせ爆発によるものもあるということがわかった。

しかしながら、 2つのエラーの違いについて、追求することができなかった。

7 まとめ

7.1 Penn TreeBankはMSLRパーザの文法抽出用データとして適切か

本研究では PCTから MSLRパーザに必要な全てのデークを抽出した。これまで、述べたように解析が

うまく行われないのは文法に問題があるのではないかと述べてきた。しかし、これは PCTの記述文法が文

脈自由文法を取り出すときの相性の悪さにあると考える。 MSLRパーザでは文法の記述方法として文脈自

由文法を指定している。そのために PCTが、文脈自由文法を抽出することに相応しくない構造をしていれ

ば、 MSLRが期待する文法は抽出されないと考えている。

5予備実験の結果は循環を起こす文法をすでに削除している。
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7.2 MSLRパーザは中国語文の解析器として適切か

一部の中国語文は解析が成功していることから、 MSLRパーザが解析失敗（エラーも含む）のすべての原

因があるとは言えない。しかし、問題点はある。それは、エラー処理についてである。実験結果から、解析

がうまくいかないのは文法の組み合わせ爆発が起こるということを述べた。しかし、文を分割することに

より、解析が成功するまではいかないが、 「overflow」が出力されるというエラーは解消された。つまり、

解析する文が長くなる（組み合わせ爆発が起こりやすくなる）とな「overflow」どのエラーが起こりやすく

なっている。このことから、 MSLRパーザは文法の組み合わせ爆発に弱く、さらにエラー処理にも問題が

あるのではないかと考えた。

8 残された課題

残された課題について以下にまとめる。

• 組み合わせ爆発が起こる文法を探し、データ抽出の段階でそれらを修正するツールを作成する必要が

ある。

• 各々のデータを抽出したツールの見直し。

• 生成確率の高い順に構文木を出力する (PGLRモデルを用いた）実験を行う。
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バーザ・ツールキット使用説明書Ver.1.0.1999. 

(http://tanaka-www.cs.titech.ac.jp/pub/mslr) 
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付録A データ

付録A.1 プログラムファイル

• 文法 1

#! /usr/local/bin/jperl 

## start 

$dir = "/DB/LTDB6/010111/LDC2000T48/ data"; 

@files= sort ('cd $dir/; find . -name "*.fid" -type f -print'); 

:foreach $:file (@:files){ 

open (I団， "$dir/$file");

.-hile (<IN>) { 

chomp; 

s/<.*>//g; 

s/¥t//g; 
s/"¥s+//g; 
$space=$_; 

if($space =-r, (/){ 

$moji .= $space; 

｝ 

｝ 

｝ 

close IN; 

if($moji =-/¥(-団DNE-¥s["¥)] +¥) /){ 

$moji =-s/¥(一＂゚団E-¥s["¥)] +¥) //g; 

llhile($moji =-/¥(¥S+¥s+¥)/){ 

$moji =-s/¥(¥S+¥s+¥)//g; 

｝ 

｝ 

$moji --s/¥(WHNP-¥S+¥s¥S+¥)//g; 

$bangou = 1; 

Yhile($moji =-/¥([-¥(-¥)]*¥)/){ 

$moji =-s/(¥(['¥(-¥)]*¥))/ am$bangou /; 

my($a) = ($1); 

$kisoku[$bangou] = $a; 

print "am$bangou $kisoku[$bangou]¥n"; 

$bangou = $bangou + 1; 

｝
 

#for($s = 1; $s < $bangou; $s = $s + 1){ 

# print "am$s $kisoku[$s] ¥n"; 

＃｝ 
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• 文法 2

#! /usr/local/bin/jperl 

## start 

$i = O; 

($file_name) = @ARGV; 

open (頂， "$file_name");

!ihile (<Ill>){ 

chomp; 

s/¥ (¥s+/¥ (/ g; 

s/¥s+¥)/¥)/g; 

s/¥s¥s/ /g; 
s/¥(FRAG¥s¥s/¥(FRAG /; 

＃＃＃ゴミ取り＃＃＃＃ゴミがある場合はここで修正

s/<¥s//g; 

＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃ 

$j isyo_yobi[$i] = $_; 
$jisyo = $_; 

;-(am¥d+) ¥s/; 
my($bangou) = ($1); 

$bangou_yobi[$i] = $bangou; 

$rensou{$bangou} = $jisyo; 

$i = $i + 1; 

｝
 

close IN; 

open (I団， "$-file_name");

print "<start>--> <BUN>¥n"; 

l'lhile(<頂＞）｛

$m = O; 
$b = O; 

#print $_; 

chomp; 

s/¥(¥s+/¥(/g; 

s/¥s+¥)/¥)/g; 

s/¥s¥s/ /g; 
s/¥(FRAG¥s¥s/¥(FRAG /; 

＃＃＃ゴミ取り＃＃＃＃ゴミがある場合はととで修正

s/<¥s//g; 

################ 

$tai = $_; 

#print "$tai¥n"; 

i:f($tai =-/¥(am¥d+/){ 
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$left = "< >"; 

$tai =- s/"am¥d+¥s¥s¥(//; 

$tai =- s/¥) / ¥) /; 

!ihile($b == O){ 

unless($tai =-/"¥)/){ 

$tai =- s/"(am¥d+)¥s+//; 

my($right_bangou) =($1); 

$rensou{$right_bangou} =-/(¥(¥S+)¥s+/; 

my($right_goku) = ($1); 

if($rensou{$right_bangou} =-/¥(¥S+¥s+am¥d+/){ 

$right . = " ". "<". $right_goku. ">"; 

｝ 

else{ 

$right .=" ".$right_goku; 

｝ 

｝ 

if($tai =・/"¥)/){ 

$right=・s/¥(//g; 

print "<BU罰> -->$right¥n"; 

$b = 1; 

$right=""; 

｝ 

｝ 

｝ 

if($tai =-/¥(.+¥s+am¥d+/){ 

$tai =-sram¥d+¥s¥s(¥(¥S+)¥s+//; 

my($left) = ($1); 

#print "$left¥n"; 
$tai =-s/¥)/ ¥)/; 

1,hile($m == O){ 

unless($tai =-;-¥)/){ 

$tai =-s;-(am¥d+)¥s+//; 

my($right_bangou) = ($1); 

$rensou{$right_bangou} =-/(¥(¥S+)¥s+/; 

my($right_goku) = ($1); 

if($rensou{$right_bangou} =-/¥(¥S+¥s+am¥d+/){ 

$right .= " "."<".$right_goku.">"; 

｝ 

else{ 

$right . = " ". $right_goku; 

｝
 

｝ 

if($tai =・;-¥)/){ 
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$left =-s/¥ (/ / g; 

$right =-s/¥(//g; 

print "<$left> -->$right¥n"; 

$m = 1; 
$right=""; 

｝ 

｝

｝

 
｝
 

close I団；
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• 辞書

# ! /usr /local/bin/ jperl 

## start 

$none= "-NONE-"; 

$dir = "/home/xmmiyaki/TreeBank/test"; 

@files= sort ('cd $dir/; find . -name "*.fid" -type f -print'); 

foreach $file (@files){ 

open (IN, "$dir/$file"); 

llhile (<IN>) { 

chomp; 

s/<.*>//g; 

s/¥t//g; 

s/"¥s+//g; 

#print "丸¥n";

$yobi = $_; 

#if($yobi =-/¥(PP¥s[-(-)]+¥)/){ 

#print "$yobi¥n"; 

#print ":file_name $:file¥n"; 

＃｝ 

i:f(/¥((["(")]+) (["(")]+)¥)/){ 

my($pos, $!lord)= ($1, $2); 

i:f($pos ne $none){ 

unless($jisyo{$!lord} =-/"$pos; I ;$pos;/){ 

$jisyo{$t1ord} . = "$pos; "; 

｝
 

｝

｝

 

｝
 ｝

 

close I恥

ffhile (($key, $value) = each(¼jisyo)){ 

$value=-s/;$//g; 

print "$key¥t$value¥n"; 

｝
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• 接続表

#! /usr/local/bin/jperl 

# setuzoku.pl --######### 

## start 

$mae = O; 

$dir = "/home/xmmiyaki/TreeBank/test"; 

@files = sort ('cd $dir/; find . -name "*. fid" -type f -print'); 

foreach $file (@files){ 

open (I団， "$dir/$file") ; 

llhile (<IN>) { 

chomp; 

s/<.*>l/g; 

s/¥t//g; 
sr¥s+//g; 

s;-¥ (¥ (/¥ (¥ (/; 
$goku = $_; 

if($goku =・;-¥(¥s¥(/){ 

unless($setuzoku{$mae} =・/¥$¥s/){ 

unless($mae =・/O/){ 

$setuzoku{$rnae} .= "¥$ "; 

｝
 

$mae_flag = O; 

$mae = ""; 

$ato = ""; 

｝ 

｝ 

if($goku =-/¥((["¥("¥)]+) ["¥("¥)]+¥)/){ 

my($pos) = ($1); 

$pas=-s/¥s//g; 

unless($pos =-/渭□!IE-/){

if($mae_flag == 1){ 

$ate= $pas; 

unless($setuzoku{$mae} =-/¥b$ato¥b/){ 

$setuzoku{$mae} .= $ato." "; 

｝
 

$mae = $ato; 

｝
 

else{ 

$mae = $pos; 

$mae_flag = 1 ; 

｝ 
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｝

｝

 

｝

｝

 

close I団；

!ihile (($key, $value) = each(l¥setuzoku)){ 

$value=-s/¥s$//g; 

i:f($value =-/¥$¥s/){ 

$value =-s/¥$¥s/ /; 

$value .= " ". "¥$"; 

｝ 

print "$key : $value¥n"; 

｝
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付録A.2 抽出したデータの一部

• 文法

<start>--> <BUN> 

<ADJP> --> <ADJP> <ADJP> 

<ADJP> --> <ADJP> PU <ADJP> 

<ADJP> --> <ADJP> PU <ADJP> PU <ADJP> 

<ADJP> --> <ADVP> <ADJP> 

<ADJP> --> <NP-PN> <ADJP> 

<ADJP> --> <NP-PN> <QP> <ADJP> 

<ADJP> --> <NP> <ADJP> 

<ADJP> --> <NP> <QP> <ADJP> 

<ADJP> --> <QP> <ADJP> 

<ADJP> --> AD 

<ADJP> --> AD <ADJP> 

<ADJP> --> JJ 

<ADJP> --> JJ CC JJ 

<ADJP> --> JJ JJ 

<ADJP> --> JJ JJ JJ 

<ADJP> --> JJ PU JJ 

<ADJP> --> JJ PU JJ PU JJ PU JJ 

<ADJP> --> PU <ADJP> PU <ADJP> PU <ADJP> PU 

<ADJP> --> PU JJ PU 

<ADVP-WH> --> AD 

<ADVP> --> <ADVP> PU <ADVP> 

<ADVP> --> <ADVP> PU <ADVP> CC <ADVP> 

<ADVP> --> <ADVP> PU <ADVP> PU <ADVP> 

<ADVP> --> <PP> <ADVP> 

<ADVP> --> <PP> <PP-TMP> <ADVP> 

<ADVP> --> AD 

<ADVP> --> AD AD 

<ADVP> --> AD CC AD 

<ADVP> --> AD PU AD 

<ADVP> --> AD PU AD PU AD CC AD 

<ADVP> --> CS 

<ADVP> --> JJ 

<BU団＞―-> <CP-Q> 

<BU罰＞―-> <CP> 

<BUN>--> <FRAG-OBJ> 

<BUN>--> <FRAG> 

<BU罰＞―-> <FRAG> <IP-HL>>

<BU>> --> <FRAG> PU 

<BUN>--> <IP-HLN> 

<BUN>--> <IP-Q> 

<BU団＞―-> <IP-SBJ-HLIII> 

<BU団＞―-> <IP> 

<BU団＞―-> <IP> <IP> 

<BUN>--> <IP> PU 

<BUIII> --> <団P-HLN>

<BU団＞―-> <NP-HL罰>PU <IP-HLlll> 

<BUN> --> <〗P-P韮ーHLlll>

<BUN>--> <!ifP-P団-SBJ><VP> PU 

<BUN>--><団P>

<BU罰＞―-><PP> 

<BU団＞―-> <PP> PU 

<BU団>--> <PRN-HLlll> 

<BU団＞―-> <QP-HL罰＞

<BUN>--> <UCP-HL罰＞

<BUN>―-> PU 
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• 接続表

NR : NR IIN NT PU AD ETC DD DEC DEG CD VV DT JJ LC VC P CC VA Pll VE CS M MSP NT-SHORT BA NN-SHDRT SB$ 

!IT : NT NII LC AD PU VV VC P CC DT NR CD JJ NT-SHORT DEG VE BA DEC VA PN CS NR-SHORT OD LB$ 

SP : PU 

BA : NR JJ AD NN PII PU DT CD VV M NT P 

AD : AD VV VC PU DEV SB P VA VE DT NII LC CD罪訂 JJBA DEG LB PN CC CS DD M MSP 

PU : N> IIR VV AD JJ P DEC CC NT DT CD CS VA PU PN VE MSP LC VC BA SB NT-SHORT DEG LB OD FW M ETC 

NR-SHDRT SP$ 

CC : 11N VC NR VV ADP NT VA DT CD JJ LC VE PU PN BA DD SB NR-SHDRT 

CD : M llN PU VV LC VC JJ CC ADP DEG NR JIN-SHORT DEC VA CD PN $ 

VV : VV AS llll IIR DEC PU CD JJ CC DT ADP IIT PN VA LC VC DEG DEV OD BA VE LB MSP ETC FW SB DER M 

JIR-SHDRT SP$ 

DEC : CD JJ VC N団 NRPU DD VE DT P AD 11T VV M VA PII CC 

M : NN VV PU JJ VE DEG AD LC DT CC CD DEC SB VA P 頁R VC M LB団T ASP団 DEVETC DD$ 

LB : 罪 CDNR PU WHNP-3 

LC: VV AD団R PU DEG P NN JJ DEC OD SB DT CD MSP VC VE P> VA CC SP NT LC $ 

MSP : VV AD VA P PU 

DEG : JJ亙llCD NT PUP DT IIR VA DD PN NN-SHDRT VV AD CC M LC 

P : PN VV AD DT NN NT JJ llR PU CD VA P BA DD VE IIR-SHDRT SB 

OD : M JJ PU NN DEC NR 

AS : VV NR DEC > II CD DT JJ ADP IIT VA PU PN VE M DD SP 

JJ : NN PU M CD JJ DEG VV P IITR CC DT AD Pll VA 

SB : VV AD 

CS : NR VE VV町罪 ADBA VA CDP DT DD PN 

VA : DEV PU CC DEC VA団醒 CD ETC VV AS MSP LC DER SP DEG PAD NR DT $ 

DT : N団 M CD AD J J P VE PU Pll VA llR DEG VV LB DT 

団N-SH□RT : II> CC CD PU団Ill-SHORT

VC : CD 11T VA VV JJ IIN P NR DT FW AD PU PN VE M DD 

DER : AD 

VE : CD VA JJ N罰団RADAS VV DT DEC P MSP Pll PU M 

ETC : NN PU CD JJ LC VV NR AD DT DEG P 

皿： CC NN VV皿 PUETC DEC DEG VC LC JJ AD CDP P団 VE町T VA DT OD FW MSP SB BA団T-SHDRTLB CS DEV 

SP NH-SHORT M $ 

WH団P-3 : N>

J¥IR-SH□RT : NR P IITJll IITT 

FW : PU CD$ 

PN : PU AD VV PVC NII DEG NT CC CD PN DEC DT VA VE NR MSP JJ LC LB OD SB 

NT-SHORT : CC 

DEV : VV PAD 
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付録A.3 PCTの一 部

<DOC> 

<DOCID>DNPIN.19971211.0067</DOCID> 

<HEADER> 

<DATE>1997-12-11</DATE> 

</HEADER> 

<BODY> 

<HEADLINE> 

((>P-HLN (皿改稿）））

</HEADLINE> 

<TEDNPT> 

<P> 
( (Ip (NP-TPC (CP (WHNP-1 (一月ONE-*DP*)) 

(IP (NP-SBJ (-NONE-*pro*)) , 

(VP (団P-TMP (NT今））

(VP (VV播）

（罰P-OBJ (-NONE-*T*-1)))))) 

(QP (PU () 

(FW CB) 
(CD O O 3 0 1 1) 
(PU)) 

(CLP (M号）））

(IP-TTL-APP (PU ") 

(NP-SBJ (>P-APP (NP-PN (NR中国）

（江人民）

(I¥JN令艮行））

(NP (血副行長）））

(NP-PN (NR高徳柱）））

(VP (VV淡）

（罰P-OBJ (D罰p (畔（団〗金融）
（血改革））

(DEG的））

（団p (皿成就）

(CC与）

(NN前景））））

(PU ")) 

（罰p (Nll稿）））

(PU ,) 

（罰P-SBJ (UCP (罪（口栃題））

(CC及）
(LCP (QP (CDー）

(CLP (M段）））

(LC中）））

（畔 (PU ") 

（罰P-P団（耶中国）

(NN人民）

（罪銀行））

（畔（皿副行長））

(PU"))) 

(VP (VV跨力）
(NP-OBJ (PU) 

(NP-PN (国R 中国）

叩銀行））

（罰p (皿副行長））

(PU")) 

(PR団 (PU () 

(NP (ADVP (AD共））

（罰P (QP (CD商））

（団p (血姓））））

(PU)))) 

(PU。)））

((FRAG (団P-四（ 皿新年社）

（罪対外部））

(NP (NT』二月）
(I¥JT 一日））））

<IP> 

</TED頂PT>

</BODY> 

<!--*************************************************************** --> 
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